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これからの社会運動を考える
～未来への大分岐～
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へい

西脇　邦雄

日　時　：　2020年 7 月18日

主　催　：　自治体政策研究会

講　師　：　齋藤幸平（経済思想家、大阪市立大学経済学研究科准教授）

■プロフィール

1987年東京都生まれ。東京大学理科 2類合格、米国ウェズリアン大学卒

業後、渡独。独フンボルト大学哲学科博士課程修了。専門はマルクス経済

学。2018年、マルクス研究における最高峰「ドイッチャー記念賞」を日本

人初、史上最年少で受賞。著書に『大洪水の前に』（ドイッチャー記念賞

受賞作“Karl Marx’s Ecosocialism”の日本語版、堀之内出版）、『人新世の

「資本論」』（集英社新書）、編著に『未来への大分岐』（集英社新書）。訳書にマルクス・ガブリ

エル＆スラヴォイ・ジジェク『神話・狂気・哄笑』（堀之内出版）等。マルクスとエンゲルスの

新全集を刊行する国際プロジェクト「MEGA」の国際編集委員会メンバー。

我々が生きている時代、さらにこれから今後、数十年というスパンで考えたときに今と言う

時代は、戦後の数十年というのが例外状態に過ぎず、もっともっと深刻な、特に気候変動に代

表されるような、環境危機であったり、もはや経済が成長したくても成長しないような長期停

滞の時代、気候変動が進行していく中で資源が枯渇していく時代です。今までの第二次世界大

戦後の時代が連綿としてきた枠組み、あるいは常識がもはや通用しなくなるような時代に入ろ

うとしている。そういう中でいつまでもアップデートできないで、やれ経済成長だ、やれ再分

配というだけの話をしても、小手先だけでしか対応できません。

コロナ感染で見えたこと

つまり今までの数十年間進められてきた新自由主義と言われるやり方、効率がいいから民営

化しましょう、規制緩和しましょう、緊縮財政、小さな政府でやっていきます、あとはみなさ

んの自己責任です、頑張ればお金持ちになれます。そういう社会は、コロナに直面した時に非
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